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Currently, the interest in the green tract of land increases more and more by COP10 holding. And it’s 
relatively cheap and became able to acquire the high-resolution satellite image easily. When we extract 
the green tract of land in the urban area, the high-resolution satellite image is effective. And, we grasp the 
relations of characteristic topography structure and the green tract of land in water city by using images of 
IKONOS and Geo-eye which are high-resolution satellite images. And we make calculation of the CO2 
potential of the green tract of land and the cooling capacity. 




























































本研究では，分解能 1mの IKONOS画像及び分解能 0.5m




供している 5m メッシュ DEM データを用い，海外都市に
関しては，経済産業省と米国航空宇宙局が提供している
30m メッシュ DEM データを用いる．道路データは株式会
社ゼンリンの地図データ(2008)と国土地理院発行の数値
地図 2500(2006)をArcGIS上で表現出来るように加工した
ESRI ArcGIS Date Collection のデータを用いた． 
 















最大標高 184.8m である． 
 
























     
       
       
























6 都市の標高別緑被率を図 2 に示す．東京は，標高
0~12.5m において最も緑被率が高い結果となった．後背地
対象都市 衛星センサ 分解能 日付 DEMデータ
東京 Geoeye-1 0.5m 2009/10/16
尾道 IKONOS-2 1.0m 2007/06/04
鞆の浦 IKONOS-2 1.0m 2005/06/09
アマルフィ Geoeye-1 0.5m 2011/04/05
アムステルダム IKONOS-2 1.0m 2007/09/23
バルセロナ Geoeye-2 0.5m 2011/05/17
5mメッシュ
30mメッシュ
各都市 東京 尾道 鞆の浦 アマルフィ アムステルダム バルセロナ
後背地の
形態 丘 山 山 山 (低地) 丘
陸域面積
(ha) 2,180 2,310 1,630 1,900 2,340 1,950
市街地
面積(ha) 1,340 1,090 129 97.1 2,340 1,690
陸域
標高(m) 11.7 51.9 94.2 310 1.20 37.0
市街地
標高(m) 11.7 29.1 9.96 101 1.20 29.6
丘/山の
標高(m) 22.4 76.2 186 378 - 86.3
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25~100m の緑被率が 5 割程度を占める結果となった． 














図 2 6 都市の標高別緑被率 
 
 



































a）SS 値の概要  



























































アマルフィ西部 7.13 3.6 3.6 32% 26% 310 76.0
アマルフィ中心部 1.37 0.5 0.9 4% 8% 89 69.7
ミノーリ 8.96 1.1 7.9 9% 62% 58 95.3
















30m メッシュ DEM データでは SS 値による凹凸形状の把
握は困難であったため，本研究では除外した．表 5 から
表 7 は 3 都市の SS 値-傾斜度と緑地の関係である．SS 値







きつい凹凸のある地形である 70~80sp の値に緑地が 1%の
みであるが分布していることが分かる． 
次に，SS 値と傾斜度と緑地の関係をみる．東京は SS
値が 30sp 未満かつ傾斜度 10°未満における緑地割合が
70%以上となった．一方尾道は，緑地が存在する SS 値と
傾斜度の組み合わせ数最も多い結果となった．鞆の浦は，






は，傾斜度が 20°以上で凹凸のない平坦な斜面に 4 割程度
緑地が分布していることが分かった． 
 
表 5 東京の SS 値-傾斜度と緑地の関係 
 
 
表 6 尾道の SS 値-傾斜度と緑地の関係 
 
 





の SS 値分布図から，SS 値 60sp 以上のセルが集中してい
る地域に着目し，凹凸形状における緑地の配置構造を把




図 5 鞆の浦の SS 値分布図と着目範囲 
 
 
図 6 鞆の浦の着目した範囲の 3D 地形図と緑地の一例 
 
本研究では，着目した範囲を 3D 地形により凹凸形状の
把握及び考察を行う．図 6 の 3D 地形モデルは，ESRI 社


























62% 3% 0% 0% 0% 0% 65%
11% 4% 1% 0% 0% 0% 16%
4% 3% 1% 0% 0% 0% 9%
2% 2% 1% 0% 0% 0% 5%
1% 1% 1% 0% 0% 0% 3%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%













10% 2% 0% 0% 0% 0% 12%
6% 3% 1% 0% 0% 0% 11%
6% 5% 2% 1% 0% 0% 13%
7% 6% 2% 1% 0% 0% 16%
8% 6% 2% 1% 0% 0% 17%
7% 5% 2% 1% 0% 0% 14%
8% 7% 2% 1% 0% 0% 17%













5% 2% 1% 0% 1% 0% 9%
4% 1% 0% 0% 0% 0% 6%
5% 2% 0% 0% 0% 0% 8%
7% 3% 1% 0% 0% 0% 10%
10% 3% 1% 0% 0% 0% 15%
12% 4% 1% 0% 0% 0% 18%
23% 8% 2% 1% 0% 0% 35%
67% 24% 6% 2% 1% 0% 100%























図 7 は 6 都市の海岸線及び運河縁からの距離別平均標
高図である．海域から 1,500m 付近に武蔵野台地が存在す
る東京は，1,500m から 2,000m の間で標高が上昇している
こと分かる．後背地が山間部である鞆の浦は 500m から





































図 7 海岸線及び運河からの距離別平均標高図 
 
 


























0~500 500~1000 1000~1500 1500~2000 2000~2500 2500~3000
東京 3.20 3.00 5.80 13.9 13.2 18.8
尾道 25.0 58.4 65.4 61.9 62.1 84.6
鞆の浦 53.5 187 187 159 229 212
アマルフィ 156 223 312 394 440 513
アムステルダム 0.40 2.70 1.50 1.60 2.50 1.30
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表 8  3 区域の緑地分布 
 
 




値化する指標の 1 つであり，GDI，GCI 値とはそれぞれ
Green Distance Index(緑地近接指標)，Green Cluster Index 
(緑地集塊指標)の略である．GDI 値とはある 1 つの画素を
中心とする 15m 四方の範囲に，どの程度の緑地が集中し
ているかを示す指標であり，それをより広範囲な 100m 四
方の領域に適用したものが GCI 値である． 






本研究で設定した解析領域 5.0km 四方を 9 分割し，
1.5km 四方の領域を作成する(5km×0.5km の余った領域は
除く)．さらに，1.5km 四方領域を 100m メッシュに分割
する．次に，IKONOS，Geo-eye 画像から得た緑地データ




と GDI フィルタを乗じることで，GDI 値を算出する(図
10)．そして，1.5km 四方の領域において集計した GDI 値
の合計値を緑地面積 Sg で除した値が GCI 値となる(3)． 
 
    
    
  
                      (3) 
  
 
図 10 GDI フィルタと緑域メッシュ図による GDI 算出図 
 
c）算出結果 
図 11 から図 13 は 6 都市の内，市街地面積が広く，都
市緑地の集中・分散が複雑，つまり GCI 値にばらつきの
あった 3 都市(東京，アムステルダム，バルセロナ)の GCI-
緑被率の関係を示す．本研究では，緑地構造のグループ
分けとして，GCI 値が 4.0 未満のグループ(a)と GCI 値が
4.0 以上 4.5 未満のグループ(b)，そして GCI 値が 4.5 以上
のグループ(c)に分けることが可能であると想定した． 
そして本研究では，東京，アムステルダム，バルセロ
ナの 3 都市，計 27 地域の GCI 値と植生図を比較検証する
ことによって，GCI 値による緑地の分散，集中の傾向を
捉えることが出来た．表 9 は GCI 値による緑地分布の分
類表である．GCI 値が 4.0 未満であると，まとまった緑地
が存在せず，孤立した緑地が分散し，GCI 値が 4.0 から
4.5 未満であると，まとまった緑地が四角形の 4 隅の内，
1 隅もしくは 2 隅に存在し，GCI 値が 4.5 以上では，まと
50m_バッファ結果 緑地セル数 緑域数 緑被率 緑域指標
緑地セル数
/運河延長(m)
駅周辺運河 2.61×103 684 5% 0.0262 4.89
環状運河 128×103 2724 9% 0.0212 9.33























図 11 東京の GCI-緑被率 
 
 
図 12 アムステルダムの GCI-緑被率 
 
 





















面積 1ha 当たりの原単位と植生の配置イメージを表 9 に
示す． 
 





















































































































































































⑥ 広域スケールにおける GCI 値の指標を提案し，GCI
値ごとの緑地の集中や分散の度合いを把握すること
が出来た． 

































都市 東京 尾道 鞆の浦
クーリング容量 -67% -6% 75%
アマルフィ アムステルダム バルセロナ
24% -47% -51%
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